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１．はじめに 

地盤の動特性は従来，弾性波探査，PS検層や常時微動観測などから推定されている．しかし，そのような

方法で推定される地盤の動特性は地震時のそれと必ずしも対応するものではない．原位置における土の拘束

条件などを実験室で再現するのは困難であり，やはり実地震時の土の挙動を観測し，これより動特性を同定

するのが最も合理的である． 

近年，地盤震動の鉛直アレー観測が実施されるようになり，これらを用いた地盤同定が行われるようにな

った．これまでに，このような地盤同定を行う方法がいくつか提案されているが，水平成層地盤構造を仮定

した場合に S波速度の構造を推定することについては一定の成果を上げているものの，減衰の推定について

は，その精度向上が大きな課題となっている． 

本研究では，独立行政法人防災科学技術研究所の地震計ネットワーク KiK-net )1 のデータを用いて，表層地

盤の減衰を同定する． 

２．水平成層地盤の構造同定法 

    図-1のように鉛直アレー観測
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 KiK-net )1 では，ボーリング調査による各層の層厚および PS検層による S波速度と P波速度も公開されて
いる．解析モデルの層厚および密度は固定として，密度については 4/131.0 PV=ρ で近似することとした．ま

た，同定の際，S波速度もその対象とし，初期値には PS検層による推定値を用いた．なお，本研究では周波

数に依存しない全層一律の Q値を仮定している．式(1)の最小化には改良 SLP法を用いている． 

３．地盤同定に用いた観測記録 

本研究では，最深部のセンサーの設置深さが 115m以下で地表最大加速度が 100gal以下かつ，観測点に比

較的近い震央をもちM6.0以上の地震による記録を用いることとし，6地震，35地点の合計 61ケースついて

解析した．また，地震計の埋設方位ずれの補正および水平 2成分から震央直角方向成分の合成を行い，同定
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図-1 地盤同定法の概念図 
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に用いている． 

４．Q値の推定結果とその考察 

 図-2 および 3 に地震 1 (2003 

/7/26,N38.40E141.17,M6.2) と 地

震 2(2005/8/16 N38.15E142.28 

M7.2)におけるサイト岩手県久

慈北の同定結果を示す．S 波速

度，Q値ともによく対応した結

果が得られていることがわかる．

これらの他，東北地方で上記 2

地震について 11地点，関東地方

の 2地震について 9地点および

近畿地方の 2 地震について 14

地点の同定を行った．全てのケ

ースについて，Q値の推定値を

図-6に示す．図の横軸は観測点

番号である．一部を除き，異なる地震による同じ地点の同定結

果の対応性がよい．同じ地盤を対象とした同定であるから，異

なった地震記録を用いても同じ推定値が得られるのは当然とい

う見方がある一方で，一般に地盤の減衰特性の同定は容易では

なく，同一地盤で大差ない Q値が得られたことは有意深いこと

と考えられる．また，推定された Q値の 90％以上が 15以下の

値で 85％以上が 10以下の値となっている．KiK-netにおいては，

比較的硬質な地盤に地震計が設置されているが，沖積平野等，

比較的軟弱な表層地盤のQ値とそれほど大きな違いがないとい

う結果になっている．なお，地盤の平均 S波速度と Q値の関係

についても調べてみたが，本研究で行った計算の範囲では明確

な相関関係は見られなかった． 

 表層地盤における地震波の減衰性能を把握するためには，本

研究で行った

解析だけでは

十分ではなく，

今後さらに数

多くのデータ

について解析

していく必要

がある． 
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図-2 地震 1による岩手県久慈北におけるスペクトル 

図-3 地震 2による岩手県久慈北におけるスペクトル 
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図-4 地震 1による岩手県久慈北におけ
る S波速度と Q値の推定値 

図-5 地震 2による岩手県久慈北におけ
る S波速度と Q値の推定値 
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図-6 観測点における Q値の推定値
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